重点地区配慮状況（建築物の建築等）

旧東海道品川宿地区B地区の景観形成基準に対する措置状況説明書（建築物の建築等）
	当該行為における景観形成に関する考え方

	記載欄

	 (1) 配置
	

	
	壁面の位置は、旧東海道、北馬場通りの道幅に配慮し、街並みの連続性を損なわないものとする。
 記載欄
	

	
	旧東海道の賑わいを損なわないように、旧東海道および北馬場通りに建築物の顔を向けた配置とする。
 記載欄
	

	
	敷地内や隣接地に景観資源がある場合は、これを活かした建築物の配置とする。
 記載欄
	

	
	計画敷地と後背の住宅地との境界部分には空間を設け、緑化を行なう。
 記載欄
	

	
	沿道に面する建築物の中層階以上の部分は、壁面の位置の後退を行うことなどにより、道路空間への圧迫感の軽減に努める。

記載欄
	

	
	駐車場や駐輪場は、旧東海道および北馬場通りに面して配置しないことを基本とする。敷地形状等でやむを得ず配置する場合には、旧東海道の街並みに配慮した意匠の門、塀や扉などを設け、街並みの連続性を損なわないようにする。

記載欄
	

	 (2) 高さ・規模
	

	
	旧東海道、北馬場通りからの見え方を検討し、高さは、旧東海道、北馬場通りの沿道の建築物との調和に配慮する。
 記載欄
	

	
	塔屋等の高さは５ｍ以下とする。

記載欄
	

	 (3) 形態・意匠・色彩
	

	
	 旧東海道の歴史に培われた外観意匠の工夫や外壁素材の使用に努める。
 記載欄
	

	
	周辺建築物と比べ長大となる壁面は、分節化を図るなどの意匠的な配慮を行い、沿道の街並みのスケールとの連続性に努める。
 記載欄
	

	
	 街並みのつながりを形成するために、１階の軒の連続性に配慮して、デザイン、材質や色彩等の工夫に努める。

 記載欄
	

	
	店舗の１階部分は、旧東海道の宿場町のイメージを伝える和風の庇、庇のイメージのデザイン、伝統色を用いた和風のデザインののれんなどによる演出に配慮する。
 記載欄
	

	
	 色彩は別表１の色彩基準に適合するとともに、外壁の色彩、素材は周辺景観との調和を図る。

 記載欄
	

	
	 外壁のアクセントに用いる色彩は、伝統色を用いるなどして、旧東海道の宿場町としての歴史性を感じる街並みの演出に努める。
 記載欄
	

	
	 旧東海道及び北馬場通りに面して、エアコンの室外機や給湯器等の設備機器を設ける場合には、設備機器の前面に格子等を配置するなどの修景を行なう。
 記載欄
	

	
	 屋根・屋上・外壁に設備等がある場合は、建築物と一体的に計画するか又は適切な修景を行なうなど旧東海道、北馬場通りからの見え方に配慮する。
 記載欄
	

	
	 建築物に付帯する屋外階段等は、建築物本体との調和を図るとともに、歩行者からの見え方に配慮した修景を行う。
 記載欄
	

	
	 塔屋等の位置、規模、形態意匠は、建築物本体と均整が取れたものとする。
 記載欄
	

	 (4) 公開空地・外構等
	

	
	旧東海道に面した比較的大規模な敷地では、接道部に「街道松（黒松）」の植樹スペースを設けるように努める。
 記載欄
	

	
	敷地内はできる限り緑化を図り、周辺の緑と連続させる。
 記載欄
	

	
	外構は、敷地内のデザインのみを捉えるのではなく、隣接する敷地や道路など、周辺の街並みと調和を図った色調や素材とする。
 記載欄
	

	
	
	

	
	
	


　上記以外で特に景観に配慮した事項
	
	


